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19)低 分子キチンキ トサンの鎮痛効果に関する

研究

○千葉 有,田 谷かほる,寺澤理恵

今井啓全1,木村裕一'

(奥羽大 ・歯 ・口腔病態解析制御,歯 科保存1)

【目 的】自然界に広 く分布する天然多糖である

キチンキ トサンは創傷治癒作用をはじめ,抗 腫瘍

作用,血 清コレステロール低下作用などの薬理作

用を有することが知 られている。 また,キ チンキ

トサンオ リゴ糖 を全身投与 した場合,鎮 痛効果が

得 られ るとした報告 もな されるよ うになったが,

不明な点も多い。

そこで今回我々はキチンキ トサンオ リゴ糖の全

身投与を行った場合の鎮痛効果について,1次 ス

クリーニ ングとしての基礎的研究 を行った。

【材 料】実験動物 は6WのICR雄 性マ ウス,

また実験薬物 は1%お よび10%キ チ ンオ リゴ糖

水溶液,1%お よび10%キ トサンオ リゴ糖水溶

液,5%ア スピリン懸濁液を用いた。

【方 法】実験1と してHotplate法 による鎮痛

試験 を行った。すなわち,各 実験薬液を体重10g

あた り0.5ml腹 腔内投与 した後,53℃ にセッ トし

たHotplate上 でマウスが反応す るまでの時間を

計測 した。 これを薬物投与後120分 まで15分 間隔

で行なった。

実験2と して酢酸法による鎮痛試験を行った。

すなわち,各 実験薬液 を体重10gあ た り0．5ml腹

腔内投与,30分 経過 した後,0.7%酢 酸溶液 を腹

腔内投与 してwrithing反 応 を10分 間観察 した。

【結 果】1%濃 度においてR,キ チンおよびキ
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トサンを腹腔内投与した場合の鎮痛効果は認めら

れなか ったが,10%ま で濃度 を上げ ることで鎮

痛作用が発現 した。その場合の鎮痛作用は,キ ト

サンオリゴ糖の方が作用の発現時間が早 く,持 続

時間 も長い傾向であった。また,キ トサンオ リゴ

糖の経口投与では鎮痛効果は得 られなかった。
一方
,酢 酸法による鎮痛試験では対照と比較 し

てキ トサンオ リゴ糖のwrithing反 応 の回数が有

意に低下 していた。

【結 論】①キチンオ リゴ糖およびキ トサンオリ

ゴ糖は鎮痛作用を持つことが示唆 された。②鎮痛

効果は脱アセチル化率により異なっていた。③鎮

痛作用の作用点は末梢 であることが示唆された。

④今回の条件では,経 口投与では鎮痛効果が得 ら

れなかった。
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